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②
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③
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④
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］

　
大
宰
府
は
九
州
北
部
の
福
岡
平
野
と
筑
紫
平
野
を
繋
ぐ
溝
状
の
地
峡
帯
に
展
開
し
、
企
画
性
の
あ

る
方
眼
グ
リ
ッ
ト
状
に
展
開
す
る
道
路
を
伴
う
た
め
条
坊
プ
ラ
ン
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
文
献
に
は
「
左
郭
」
「
右
郭
」
の
表
記
が
あ
り
、
都
城
的
な
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
八
世
紀
の
大
宰
府
の
様
相
は
、
『
万
葉
集
』
な
ど
に
よ
れ
ば
中
央
官
人
達
に
と
っ
て
は
「
天

ざ
か
る
鄙
」
の
地
で
あ
っ
て
も
「
天
下
の
］
都
会
」
と
表
現
さ
れ
、
発
掘
さ
れ
た
遺
構
か
ら
は
集
住
性

や

京
師
に
類
似
し
た
墳
墓
域
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
都
市
性
を
設
え
た
空
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。　

大
宰
府
で
は
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
官
衙
・
集
住
域
・
山
城
・
寺
院
の
各
遺
構
を
、
八
世
紀
か
ら

九

世
紀
に
か
け
て
の
時
間
軸
上
で
の
変
遷
を
同
時
的
に
概
観
す
る
と
き
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
共
通
し

て

八
世
紀
後
半
に
向
か
っ
て
の
隆
盛
、
九
世
紀
に
入
っ
て
の
潜
在
化
と
変
容
が
認
め
ら
れ
る
。
九
世
紀

に
は
西
海
道
各
国
の
国
庁
が
礎
石
採
用
・
瓦
所
要
に
変
化
し
壮
麗
化
を
果
た
し
、
工
業
生
産
の
地
域
間

分
業
の
構
造
主
体
が
国
を
超
え
て
移
動
す
る
な
ど
大
き
な
潮
流
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
は
抽
出
さ
れ
た
大
宰
府
で
の
遺
構
動
態
の
画
期
は
、
古
代
西
海
道
と
い
う
地
域
動
態
の
変
容

の

中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
大
宰
府
政
庁
の
現
位
置
で
の
廃
絶
時
期
は
＝
世
紀
中

頃
と
想
定
さ
れ
、
都
市
域
で
あ
る
条
坊
機
能
の
終
焉
は
一
二
世
紀
前
半
頃
に
想
定
さ
れ
て
い
る
。
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は
じ
め
に

　
古
代
西
海
道
に
お
い
て
は
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
推
移
す
る
時
期
に
お
い
て
、
地

域
相
の
変
容
が
広
く
認
め
ら
れ
る
。
遺
跡
の
動
態
か
ら
見
る
郡
や
郷
レ
ベ
ル
の
支
配

機
構
は
様
式
的
な
体
裁
を
失
い
、
潜
在
化
す
る
。
八
世
紀
前
半
頃
に
一
律
に
敷
設
さ

れ

た
と
見
ら
れ
る
各
国
を
繋
い
だ
古
代
官
道
網
も
福
岡
・
佐
賀
平
野
の
調
査
事
例
に

お

い
て

は
九
世
紀
前
後
で
そ
の
存
在
は
危
く
、
九
国
四
島
を
統
べ
た
官
衙
大
宰
府
は
、

鴻
櫨
館
を
例
外
と
し
て
奈
良
時
代
に
形
成
さ
れ
た
官
衙
域
を
維
持
継
承
す
る
に
止

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
各
国
の
国
庁
は
こ
れ
ら
の
現
象
に
反
し
建
物
の
礎
石
化
、

瓦
所

用
化
を
果
た
し
、
権
力
の
象
徴
と
し
て
壮
麗
化
し
支
配
機
構
と
し
て
顕
在
化
の

方
向
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
筑
後
国
府
ギ
ャ
ク
シ
地
区
に
お
け
る
九
世
紀
中
頃
以

降
の
国
司
館
の
成
立
も
そ
れ
に
呼
応
し
た
現
象
と
見
ら
れ
、
国
司
権
限
が
私
的
に
増

長
化
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
産
遺
構
の
動
向
に
お
い
て
も
八
世
紀
ま

で
西

日
本
最
大
の
規
模
を
誇
っ
た
牛
頸
窯
跡
群
は
九
世
紀
に
入
る
と
急
速
に
衰
微

し
、
大
宰
府
内
に
お
い
て
も
肥
後
産
と
考
え
ら
れ
る
壷
お
よ
び
甕
が
頻
出
す
る
傾
向

が
見

ら
れ
、
鉄
生
産
に
お
い
て
も
群
集
す
る
箱
形
製
錬
炉
を
持
つ
玄
界
灘
沿
岸
地
域

の
諸
遺
跡
が
八
世
紀

を
以
っ
て
終
焉
を
迎
え
、
新
た
に
縦
型
炉
を
採
用
し
た
製
錬
遺

跡
が
肥
後
北
部
地
域
な
ど
に
生
産
拠
点
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
工
業
生
産
の
地
域
間

分
業
の
構
造
が
奈
良
か
ら
平
安
時
代
に
移
行
す
る
間
で
大
き
く
転
換
し
て
行
っ
た
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
［
山
村
二
〇
〇
二
］
。

　
本
論
で
は

こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
あ
っ
て
各
国
支
配
か
ら
浮
い
た
形
で
存
在
し
た

集
住
空
間
と
し
て
の
大
宰
府
が
、
奈
良
時
代
後
期
か
ら
平
安
前
期
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
か
を
検
証
し
地
方
支
配
機
構
下
で
の
地
域
相
の
動
態
を

探
り
、
平
城
・
長
岡
・
平
安
京
で
の
考
察
に
資
し
た
い
。

●
大
宰
府
条
坊
の
概
要

　
大
宰
府
は
福
岡
平
野
と
筑
紫
平
野
を
繋
ぐ
溝
状
の
地
峡
帯
に
展
開
し
、
企
画
性
の

あ
る
方
眼
グ
リ
ッ
ト
状
に
展
開
す
る
道
路
を
伴
う
た
め
条
坊
プ
ラ
ン
が
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
観
世
音
寺
文
書
』
（
天
延
三
年
十
月
十
一
日
）
な
ど
の
文
献
に

は
一
〇
世
紀
後
半
以
降
に
は
「
左
郭
」
「
右
郭
」
の
表
記
が
あ
り
、
都
城
的
な
シ
ス
テ

ム

が
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
大
宰
府
に
お
け
る
方
画
地
割
り
に
関
す
る
研
究
は
一
九
三
七
年
の
鏡
山
猛
の
論
文

「
大
宰
府
の
遺
跡
と
条
坊
」
に
始
ま
る
［
鏡
山
一
九
三
七
］
。
氏
は
遺
存
す
る
条
里
型
地

割
り
と
観
世
音
寺
文
書
に
記
載
さ
れ
る
「
条
坊
」
呼
称
を
対
比
さ
せ
、
一
辺
が
一
〇

九

m
の
東
西
各
一
二
坊
、
南
北
二
二
条
の
条
坊
案
を
提
示
し
た
。
そ
の
後
、
発
掘
調

査
が
本
格
化
す
る
ま
で
は
こ
の
鏡
山
案
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
た
。
金
田

章
裕
は
一
九
八
九
年
に
「
大
宰
府
条
坊
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
［
金
田
一
九
八

九
］
、
歴
史
地
理
学
的
手
法
で
『
観
世
音
寺
文
書
』
の
再
検
討
、
発
掘
調
査
成
果
の
加

味
、
地
理
情
報
の
整
理
を
お
こ
な
い
一
〇
世
紀
中
頃
を
上
限
と
想
定
す
る
条
坊
案
を

提
示

し
た
。
氏
の
指
摘
は
条
坊
一
区
画
面
積
を
八
反
、
区
画
一
辺
を
約
一
〇
〇
m
に

復
原
、
文
書
の
土
地
表
記
に
「
坪
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
区
画
が
条
里
同
様
の

機
能
を
想
定
し
、
大
宰
府
条
坊
に
お
け
る
区
画
と
都
市
性
の
同
一
性
を
疑
問
視
し
た
。

金

田
案
は
鏡
山
案
と
ピ
ッ
チ
が
異
な
り
、
現
状
で
発
見
さ
れ
て
い
る
発
掘
に
よ
る
区

画
す
べ
て
に
整
合
す
る
も
の
で
な
い
。
狭
川
真
一
は
一
九
九
〇
年
に
地
理
情
報
を
前

提

と
せ
ず
、
発
掘
所
見
を
優
先
さ
せ
た
座
標
値
を
用
い
た
条
坊
案
を
「
大
宰
府
条
坊

の

復
原
」
で
発
表
し
た
［
狭
川
一
九
九
〇
b
］
。
氏
の
提
示
す
る
案
は
情
報
が
豊
富
に
あ

る
大
宰
府
政
庁
第
皿
期
（
平
安
後
期
）
に
あ
た
る
時
期
の
も
の
が
ベ
ー
ス
で
あ
り
、

一
部
そ
れ
と
重
複
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
大
宰
府
政
庁
第
H
期
（
奈
良
～
平
安
前
期
）

の
南
北
路
か
ら
な
る
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
条
坊
研
究
の
流
れ
に
乗
り
、
先
の
狭
川
が
発
表
し
て
以
降
の
良
好
な
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デ

ー
タ
を
再
度
集
成
、
分
析
し
井
上
信
正
が
二
〇
〇
一
年
に
新
た
な
プ
ラ
ン
を
発
表

し
た
。
井
上
条
坊
案
で
の
区
画
は
九
〇
m
の
ピ
ッ
チ
で
均
等
に
割
り
付
け
ら
れ
、
施

工
の
許
容
振
れ
幅
を
四
・
五
m
以
内
（
一
・
八
m
許
容
範
囲
で
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）

と
す
る
高
精
度
の
も
の
で
あ
っ
た
（
デ
ー
タ
サ
ン
プ
ル
数
二
〇
）
。
こ
の
案
の
最
大
の

成
果
は
、
こ
の
方
画
地
割
り
の
軸
線
と
大
宰
府
政
庁
中
軸
線
お
よ
び
そ
の
延
長
に
あ

る
推
定
朱
雀
大
路
の
軸
線
と
が
整
合
し
な
い
、
と
い
う
指
摘
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

全
て

の

造
作
が
単
一
プ
ラ
ン
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同

様

に
観
世
音
寺
中
軸
線
と
坊
路
位
置
も
合
致
し
て
い
な
い
。
奈
良
期
の
推
定
朱
雀
大

路

は
路
面
幅
三
五
・
八
m
、
側
溝
芯
心
間
三
七
・
八
m
に
復
元
さ
れ
る
が
、
芯
が
条

坊
プ
ラ
ン
と
合
致
せ
ず
左
郭
に
余
計
に
は
み
出
し
た
状
態
で
あ
り
、
左
右
一
坊
は
内

包
さ
れ
る
面
積
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
条
坊
区
画
遺
構
の
出
現
時
期
は
八
世
紀

第
一
四
半
期
に
あ
り
（
条
坊
一
五
七
次
）
、
一
二
世
紀
中
に
大
半
の
条
坊
路
側
溝
は
埋

没
す
る
。

　
八
世
紀
に
お
け
る
条
坊
内
は
遺
構
の
粗
密
が
明
瞭
で
あ
り
、
幅
約
三
五
m
の
中
央

大
路
（
推
定
朱
雀
大
路
）
沿
い
の
エ
リ
ア
を
中
心
に
遺
構
が
集
中
す
る
箇
所
が
あ
る
。

こ
の
段
階
で
は
条
坊
グ
リ
ッ
ド
も
東
西
方
向
の
ラ
イ
ン
は
必
ず
し
も
明
確
な
状
況
で

な
い
。
井
上
案
に
よ
れ
ば
広
域
に
約
九
〇
m
ピ
ッ
チ
の
方
眼
グ
リ
ッ
ト
の
道
路
が
約

二

㎞
四

方
の
範
囲
に
展
開
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
グ
リ
ッ
ト
内
で
は
掘
立
柱
建
物
、

井

戸
、
廃
棄
土
坑
、
区
画
溝
等
の
生
活
遺
構
が
群
構
成
を
成
し
半
規
則
的
に
形
成
さ

れ
て

お
り
、
ま
た
、
グ
リ
ッ
ト
内
も
二
な
い
し
四
分
割
の
土
地
利
用
が
存
在
す
る
と

の
指
摘
も
あ
り
［
井
上
二
〇
〇
四
］
、
遺
構
の
上
か
ら
も
計
画
的
な
都
市
空
間
が
存
在
し

た
と
い
え
る
。
検
出
さ
れ
た
道
路
位
置
の
計
測
値
か
ら
政
庁
皿
期
（
一
〇
世
紀
中
頃
）

以
降
の
条
坊
プ
ラ
ン
は
各
グ
リ
ッ
ト
の
内
包
面
積
が
一
律
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

さ
れ
、
面
積
本
位
の
班
給
が
志
向
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
条
坊
プ
ラ
ン

は
政
庁
中
軸
線
お
よ
び
そ
れ
に
合
わ
せ
た
中
央
大
路
と
は
異
な
る
中
心
軸
を
持
ち
、

八
世
紀

に
お
い
て
は
左
郭
一
坊
に
中
央
大
路
が
右
郭
側
よ
り
余
計
に
食
い
込
む
形
と

な
っ
て
い
る
。
平
安
期
の
政
庁
皿
期
に
至
っ
て
路
面
幅
が
約
一
五
m
に
減
じ
た
こ
と

で
左
右
一
坊
の
東
西
幅
が
等
し
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
宰
府
政
庁
の
現
位
置
で
の

廃
絶
時
期
は
一
一
世
紀
中
頃
と
想
定
さ
れ
、
都
市
域
で
あ
る
条
坊
機
能
の
終
焉
は
一

二
世
紀
前
半
頃
に
想
定
さ
れ
、
都
市
象
徴
で
あ
る
政
庁
が
廃
絶
し
た
後
も
都
市
プ
ラ

ン
が
遺
存
し
た
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
井
上
条
坊
案
に
適
合
し
な
い
地
割
り
も
検
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
平
安
後

期
の

一
二
世
紀
代
に
は
条
坊
北
東
の
想
定
郭
外
に
お
い
て
天
満
宮
安
楽
寺
に
至
る
平

地

に
北
に
対
し
東
に
六
度
ほ
ど
傾
く
土
地
区
割
り
が
想
定
さ
れ
、
条
坊
内
南
西
部
、

鷺
田
川
南
側
の
郭
内
に
お
い
て
は
］
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
、
九
〇
m
四
方
の
方
眼
グ
リ
ッ
ト
で
は
な
く
周
辺
の
条
里
型
地
割
り
に
整
合

的
な
東
西
一
〇
三
m
、
南
北
一
二
四
m
の
道
に
囲
ま
れ
た
大
き
な
街
区
が
近
年
発
見

さ
れ
た
（
条
坊
↓
二
二
、
一
七
六
、
二
二
二
次
、
遠
竹
他
二
〇
〇
五
）
。
こ
の
よ
う
に

平
安
後
期
に
お
い
て
は
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
集
住
空
間
の
縁
辺
部
に
お
い
て
新
規
の
土

地

区
割
り
が
出
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
地
割
り
は
現
状
で
検
出
さ
れ
て

い

な
い
が
、
七
世
紀
後
半
か
ら
一
一
世
紀
の
遺
構
が
井
上
案
の
郭
外
南
の
筑
紫
野
市

域
で

も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
時
期
に
よ
っ
て
は
条
坊
域
の
限
り
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

延
伸
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
他
の
東
西
方
向
に
お
い
て
も
同
様
で
、

南
北
二
二
条
、
東
西
二
二
坊
プ
ラ
ン
の
条
坊
域
は
『
観
世
音
寺
文
書
』
か
ら
復
原
さ

れ

た
も
の
で
あ
り
、
調
査
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

②
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
お
け
る
集
住
空
間
と
し
て
の
条
坊
域

　
遺
構
動
態
と
し
て
の
奈
良
か
ら
平
安
前
期
に
お
け
る
条
坊
域
の
様
相
を
時
間
軸
上

で
整
理

し
た
み
た
い
。
遺
跡
調
査
は
平
成
一
七
年
度
の
段
階
で
二
五
〇
地
点
以
上
を

数
え
る
。
本
論
で
は
そ
の
う
ち
太
宰
府
市
が
整
理
作
業
を
終
了
し
報
告
書
を
刊
行
し
、

デ

ー
タ
が
整
っ
た
七
一
地
点
と
筑
紫
野
市
報
告
分
の
六
地
点
に
つ
い
て
分
析
を
加
え

た
い
。

　
条
坊
の
根
幹
を
成
す
仮
称
朱
雀
大
路
の
施
工
時
期
に
つ
い
て
は
筑
紫
野
市
域
の
二
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次

（右
郭
二
〇
条
一
坊
）
に
お
い
て
は
八
世
紀
中
頃
以
降
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い

る
。
八
世
紀
前
半
に
は
条
坊
関
連
遺
構
の
形
成
が
低
調
で
、
側
溝
埋
没
遺
物
が
八

世
紀
中
葉
以
降
も
の
で
あ
る
こ
と
が
論
拠
で
あ
る
ら
し
い
。
条
坊
街
路
に
つ
い
て
は

大
半
の
例
が
平
安
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
条
坊
外
縁
に
近
い
位
置
に
あ
る
条
坊
一
五

七
次

に
お
い
て
左
郭
八
条
一
一
坊
交
差
点
の
側
溝
か
ら
八
世
紀
初
頭
頃
の
土
器
が
出

土

し
、
近
年
お
こ
な
わ
れ
た
右
郭
二
一
条
四
坊
に
相
当
す
る
条
坊
一
四
四
、
一
八
三
、

二
五
六
次

に
お
い
て
も
四
坊
路
想
定
位
置
で
検
出
さ
れ
た
南
北
溝
は
八
世
紀
中
に
埋

没

し
て
い
た
こ
と
か
ら
［
小
鹿
野
二
〇
〇
一
］
、
実
相
と
し
て
八
世
紀
前
半
に
遡
る
可
能

性
が
あ
る
八
世
紀
中
に
施
工
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
水

城
・
大
野
城
形
成
段
階
の
土
器
相
は
木
樋
掘
り
方
や
西
門
－
期
掘
り
方
埋
土
出

土

遺
物
の
様
相
か
ら
、
ま
だ
、
古
墳
時
代
的
様
相
の
杯
H
と
G
（
奈
良
文
化
財
研
究

所
分
類
）
が
共
伴
す
る
段
階
（
杯
H
優
勢
段
階
）
と
考
え
ら
れ
る
が
［
山
村
信
榮
一
九

九

八
］
、
条
坊
域
に
お
い
て
は
来
木
官
衙
地
区
周
辺
を
除
け
ば
こ
の
時
期
の
顕
著
な
遺

構

は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
次
の
杯
G
主
体
の
土
器
相
の
七
世
紀
末
に
近
い
後
半
の

段
階

に
至
っ
て
一
二
～
一
四
条
の
中
心
付
近
に
お
い
て
整
地
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
一
部
に
掘
立
柱
建
物
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
土
器
層
の
段
階
は
政
庁

第
－
期
の
遺
構
形
成
が
お
こ
な
わ
れ
た
段
階
で
あ
る
。
し
か
し
、
遺
構
は
面
を
成
す

よ
う
な
密
集
度
に
は
至
ら
な
い
。
条
坊
路
が
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
第
H
期
政

庁
成
立
段
階
の
八
世
紀
第
一
四
半
期
で
は
、
前
代
よ
り
も
さ
ら
に
遺
構
検
出
箇
所
は

少

な
く
、
非
常
に
低
調
な
様
相
が
際
立
つ
。
こ
の
時
期
ま
で
は
お
お
よ
そ
都
市
と
呼

べ
る
集
住
の
様
相
は
提
示
で
き
な
い
。

　
八
世
紀
第
二
、
三
四
半
期
が
遺
構
、
遺
物
の
発
見
頻
度
と
し
て
は
最
も
多
い
段
階

と
い
え
よ
う
。
条
坊
五
〇
、
六
五
、
一
六
八
、
一
九
九
次
な
ど
の
坊
の
数
の
少
な
い

中
心
大
路
に
近
い
地
点
で
は
、
街
区
内
に
大
型
掘
立
柱
建
物
を
中
心
に
し
小
規
模
付

帯
建
物
、
井
戸
、
土
坑
、
小
区
画
溝
な
ど
か
ら
な
る
遺
構
セ
ッ
ト
が
見
ら
れ
、
そ
の

構
成
単
位
や
小
区
画
溝
の
在
り
か
た
か
ら
、
一
六
八
、
一
九
九
次
で
は
条
坊
街
区
の

二

な
い
し
四
分
割
の
土
地
割
り
が
想
定
さ
れ
て
い
る
［
宮
崎
二
〇
〇
二
、
井
上
二
〇
〇

四
］
。
そ
れ
に
続
く
八
世
紀
後
半
代
で
は
お
お
よ
そ
従
前
に
遺
構
が
形
成
さ
れ
た
地
区

を
踏
襲
し
て
掘
立
柱
建
物
を
は
じ
め
と
す
る
居
住
関
連
遺
構
が
形
成
さ
れ
る
。
＝

～
一
四
条
の
仮
称
朱
雀
大
路
付
近
で
は
多
少
標
高
の
高
い
安
定
し
た
地
盤
で
あ
る
た

め

か
、
平
安
期
の
遺
構
の
切
込
み
が
著
し
い
傾
向
が
あ
り
、
奈
良
期
の
遺
構
の
抽
出

が
多
少
困
難
な
状
況
が
あ
る
。
条
坊
六
四
次
な
ど
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
当
該
時
期

の

掘
立
柱
建
物
に
は
柱
掘
り
方
が
方
形
な
い
し
隅
丸
方
形
を
成
さ
な
い
形
状
の
も
の

の
存
在
が
知
ら
れ
、
井
戸
や
土
坑
の
み
が
検
出
さ
れ
建
物
が
復
原
し
に
く
い
地
点
に

お
い
て
は
本
来
は
掘
り
方
の
貧
弱
な
掘
立
柱
建
物
が
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
八
世
紀
後
半
の
様
相
は
九
世
紀
に
入
る
と
、
認
知
さ
れ
る
遺
構
は
井
戸
、
溝
、

土
坑
な
ど
に
限
ら
れ
、
掘
立
柱
建
物
の
検
出
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
一
地
点

内
で
の
遺
構
密
度
を
薄
く
し
な
が
ら
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
箇
所
で
細
々
と
遺
構
形
成

が
続
い
て
い
る
様
に
見
え
る
。
そ
の
中
心
は
＝
～
一
四
条
の
仮
称
朱
雀
大
路
付
近

で

あ
り
、
分
布
の
中
心
域
も
八
世
紀
の
位
置
を
踏
襲
す
る
。
今
回
は
遺
物
分
布
傾
向

の

提
示
は
出
来
な
い
が
、
当
該
期
の
越
州
窯
青
磁
な
ど
の
優
位
遺
物
の
出
土
も
ほ
ぼ

こ
の
位
置
を
中
心
と
す
る
感
が
あ
る
。
こ
の
九
世
紀
代
の
掘
立
柱
建
物
の
存
在
が
薄

い
様
相
は
次
時
代
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
政
庁
第
皿
期
の
一
〇
世
紀
中
頃
以
降
に
な

る
と
推
定
朱
雀
大
路
ラ
イ
ン
周
辺
の
顕
著
な
遺
構
の
集
中
傾
向
が
な
く
な
る
。
機
を

一
に
し
て
推
定
朱
雀
大
路
路
面
幅
が
約
三
五
m
か
ら
一
五
m
に
減
じ
て
い
る
。
こ
こ

に
至
っ
て
条
坊
と
し
て
の
古
代
前
半
的
な
様
相
が
終
焉
し
た
と
見
ら
れ
る
。

③
政
庁
周
辺
官
衙
の
動
態

　
条
坊
域
と
は
西
に
流
れ
る
御
笠
川
を
挟
ん
で
北
側
に
対
峙
す
る
政
庁
周
辺
域
の
様

相
を
概
観
し
て
み
る
。

　
大
宰
府
政
庁
跡
の
遺
構
は
七
世
紀
後
半
ま
で
の
第
－
期
、
一
〇
世
紀
中
頃
ま
で
の

第
H
期
、
一
一
世
紀
中
頃
ま
で
の
第
皿
期
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は
第
H
期
成
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立
段
階
で
礎
石
を
採
用
し
た
朝
堂
院
型
式
の
様
式
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
り
、
第
皿

期
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
立
時
期
は
出
土
遺
物
の
傾
向
か
ら
八
世
紀
第
一
四

半
期
後
半
頃
と
推
定
し
て
い
る
［
山
村
一
九
九
四
］
。
八
世
紀
以
降
九
世
紀
代
の
政
庁

域
内
で
の
遺
構
形
成
は
中
門
地
区
、
回
廊
西
南
地
区
、
回
廊
北
東
地
区
に
お
け
る
整

地

層
な
い
し
遺
物
包
含
層
の
形
成
が
報
告
さ
れ
て
い
る
に
止
ま
り
、
新
規
の
建
物
造

作

な
ど
は
な
く
、
八
世
紀
前
半
に
整
え
ら
れ
た
様
式
的
な
空
間
の
保
持
が
な
さ
れ
た

感
が
あ
る
。

　
官
衙
と
し
て
の
エ
リ
ア
は
こ
の
政
庁
域
を
取
り
囲
む
よ
う
に
八
地
区
以
上
の
曹
司

群
が
想
定
さ
れ
て
い
る
［
石
松
二
〇
〇
五
］
。
政
庁
正
面
の
前
面
広
場
地
区
、
そ
の
西
の

不
丁
地

区
、
さ
ら
に
西
の
大
楠
地
区
、
前
面
東
側
の
日
吉
地
区
（
以
上
を
政
庁
前
面

域
と
す
る
）
、
政
庁
西
側
丘
陵
部
の
蔵
司
地
区
、
そ
の
西
の
来
木
地
区
、
東
丘
陵
部
の

月
山
地
区
、
政
庁
北
側
の
後
方
地
区
な
ど
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
周
辺
地
区
で

の

遺
構
形
成
の
始
原
期
は
七
世
紀
後
半
に
置
か
れ
る
が
、
各
地
区
機
を
一
に
し
て
利

用
が
開
始
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
初
期
の
も
の
は
不
丁
、
月
山
、
政
庁
後
方
地
区
な

ど
に
偏
在
し
、
前
面
域
で
は
埋
め
立
て
や
暗
渠
遺
構
な
ど
の
地
盤
改
良
が
顕
著
で
掘

立
柱
建
物
は
近
接
し
て
二
棟
程
度
が
建
て
ら
れ
る
様
相
で
、
群
を
成
し
て
「
院
」
を

形
成
す
る
よ
う
な
様
相
に
は
至
ら
な
い
。
す
べ
て
の
地
域
に
遺
構
が
揃
う
の
は
天
平

紀
年
銘
を
持
つ
木
簡
群
が
出
土
し
た
S
D
二
三
四
〇
な
ど
の
区
画
施
設
と
し
て
の
溝

が
整
備

さ
れ
た
八
世
紀
第
二
四
半
期
以
降
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
に
は
桁
行
五
間

以
上
の
大
型
建

物
が
複
数
棟
で
並
行
な
い
し
L
字
に
展
開
し
、
井
戸
を
伴
う
単
位
的

な
構
成
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
前
面
域
官
衙
群
の
中
心
と
見
ら
れ
る
不
丁
地
区

で

は
こ
れ
以
降
の
八
世
紀
後
半
に
二
×
七
間
の
礎
石
建
物
が
成
立
し
、
域
内
を
南
北

に
小
区
画
す
る
溝
も
設
置
さ
れ
官
衙
と
し
て
最
も
整
っ
た
段
階
を
迎
え
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
以
降
の
九
世
紀
代
に
つ
い
て
は
不
丁
・
蔵
司
・
大
楠
地
区
以
外
に
は
調
査

概
要
報
告
の
段
階
で
は
積
極
的
に
掘
立
柱
建
物
の
展
開
を
復
原
で
き
な
い
。
た
だ
、

こ
れ
以
外
の
地
区
で
も
溝
や
土
坑
の
埋
没
が
こ
の
時
期
ま
で
認
め
ら
れ
、
場
の
利
用

は
継
続
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
前
面
域
の
西
に
位
置
す
る
大
楠
地
区
は
八
世

紀
前
半
以
来
継
続
的
に
遺
構
が
形
成
さ
れ
、
一
〇
世
紀
ま
で
は
掘
立
柱
建
物
・
井
戸
・

土
坑
の
セ

ッ
ト
が
継
続
す
る
。
従
前
の
指
摘
で
は
こ
の
地
区
の
九
世
紀
前
半
以
降
の

掘
立
柱
建
物
は
不
丁
地
区
な
ど
の
建
物
に
比
べ
規
模
が
小
さ
め
で
柱
掘
り
方
が
不
整

形
、
柱
筋
が
不
揃
い
な
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
官
人
居
宅
な
ど
の
施
設
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
一
一
世
紀
に
は
四
×
九
間
以
上
の
大
型
の
南
北
棟
が
あ
り
、
平
安
後

期
の
政
庁
周
辺
地
区
で
は
最
も
規
模
の
大
き
い
建
物
が
存
在
す
る
。
月
山
地
区
の
西

に
位
置
す
る
学
校
院
地
区
と
な
ら
び
平
安
期
の
遺
構
が
多
く
検
出
さ
れ
、
他
の
政
庁

周
辺
域
の
様
相
と
は
異
な
る
印
象
を
持
つ
。
官
人
居
宅
の
認
定
が
正
し
く
、
そ
の
性

格
が
後
代
ま
で
引
き
継
が
れ
た
と
す
れ
ば
、
官
的
な
他
地
区
は
平
安
時
代
に
は
衰
微

に
傾
い
た
が
、
私
的
占
有
地
区
は
様
相
が
継
続
し
た
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
政
庁
の
周
辺
で
は
七
世
紀
後
半
は
低
地
で
の
整
地
や
高
地
で
の
掘
立

柱
建
物
の
建
設
が
、
第
n
期
政
庁
成
立
段
階
の
八
世
紀
第
一
四
半
期
に
は
全
体
で
遺

構
形
成
が
低
調
、
中
頃
に
各
地
区
一
斉
に
掘
立
柱
建
物
を
中
心
に
遺
構
形
成
が
活
発

化

し
、
第
三
～
四
四
半
期
に
最
も
整
っ
た
様
相
と
な
り
、
九
世
紀
に
は
建
物
建
設
が

低
調

と
な
る
も
遺
構
形
成
は
継
続
さ
れ
た
。
一
〇
世
紀
以
降
に
は
大
楠
地
区
な
ど
の

一
部
で
遺
構
が
見
ら
れ
る
程
度
と
な
り
、
一
一
世
紀
に
入
る
頃
に
は
群
を
成
す
遺
構

形
成
は
途
絶
え
る
。
一
一
世
紀
後
半
以
降
は
政
庁
後
方
や
日
吉
地
区
な
ど
で
は
集
落

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
小
規
模
な
柱
穴
遺
構
が
新
た
に
形
成
さ
れ
る
。
規
格
や
規
模
の

点
に
お
い
て
条
坊
地
区
と
の
隔
絶
性
を
持
っ
た
遺
構
の
展
開
は
八
世
紀
後
半
を
ピ
ー

ク
と
す
る
が
、
九
世
紀
（
大
宰
府
土
器
編
年
W
期
以
降
）
に
至
り
そ
の
優
位
性
は
潜

在
化
し
た
と
い
え
る
。

④
大
宰
府
の
古
代
墳
墓
事
情

　
大
宰
府
の
古
代
墳
墓
の
様
相
に
つ
い
て
は
一
九
八
三
年
に
中
間
研
志
が
総
括
的
に

論
及
し
て
以
来
［
中
間
↓
九
八
三
］
、
都
市
研
究
の
進
展
に
合
わ
せ
て
地
元
研
究
者
を
主

体
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
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中
間
は
時
間
軸
上
で
埋
葬
遺
構
の
一
定
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た
上
で
、
被
葬
者
を

共
同
墓
地
の
場
合
、
府
内
住
の
一
般
庶
民
の
う
ち
墓
を
営
み
得
る
階
層
で
あ
り
、
個

人
・
一
族
墓
地
を
営
む
火
葬
蔵
骨
器
は
僧
・
官
人
を
含
め
た
中
流
以
上
の
階
層
と
推

定
し
た
。

　
狭

川
真
一
は
一
九
九
〇
年
の
論
文
の
中
で
、
大
宰
府
周
辺
に
お
け
る
八
世
紀
中
頃

～
後
半
の
墳
墓
の
絶
対
量
の
少
な
さ
に
つ
い
て
、
大
宰
府
周
辺
に
莫
大
な
量
を
有
す

る
終
末
期
群
集
墳
の
な
い
こ
と
、
遡
っ
て
古
墳
時
代
後
期
以
降
に
は
前
方
後
円
墳
の

見
ら
れ
な
い
と
言
う
事
実
か
ら
周
辺
に
大
宰
府
成
立
の
頃
か
ら
有
力
な
氏
族
が
存
在

し
な
か
っ
た
可
能
性
を
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
故
に
大
宰
府
に
登
用
さ
れ
た

在
地
官
人
に
別
祖
氏
宗
に
該
当
す
る
人
物
が
少
な
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
周
辺
の
本

貫
地
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
八
世
紀
火
葬
墓
に
つ
い
て
の
被
葬

者
観
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
形
成
さ
れ
た
群
集
す
る
墳
墓
群
の
造

営
主
体
に
つ
い
て
、
帯
金
具
が
出
土
す
る
例
な
ど
を
以
て
一
定
の
集
団
で
あ
り
な
が

ら
且
つ
官
人
を
排
出
す
る
集
団
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
台
頭
し
て
き
た
氏
族
の
墳

墓
群
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
一
九
九
八
年
の
論
文
に
お
い
て
は
［
狭
川
一
九
九
八
］
、
八
世
紀
の
火
葬
墓
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
「
大
宰
府
周
辺
は
特
定
の
集
団
が
造
墓
を
許
さ
れ
な
い
地
域
で
あ

り
、
逆
に
上
部
か
ら
墳
墓
の
地
を
与
え
ら
れ
る
形
で
墓
地
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
、
こ
れ
は
公
が
埋
葬
に
つ
い
て
管
理
す
る
土
地
（
公
葬
地
）
へ
の
埋
葬
と
で

も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
古
代
都
市
周
辺
に
お
け
る
墳
墓
の
あ
り
方
と
し
て
注
目

さ
れ
る
」
と
し
、
大
宰
府
に
お
け
る
都
市
型
火
葬
墓
の
概
念
を
提
示
し
た
。

　
中
島
恒
次
郎
は
二
〇
〇
五
年
の
論
考
に
お
い
て
［
中
島
二
〇
〇
五
］
、
個
々
の
集
団
墓

の

様
相
を
集
住
域
か
ら
の
遠
近
、
造
営
作
法
の
規
制
の
強
弱
、
墓
へ
の
埋
納
品
の
階

層
区
分
な
ど
の
要
素
の
掛
け
あ
わ
せ
か
ら
墳
墓
群
の
類
型
化
を
試
み
、
そ
の
結
果
、

都
市
集
住
民
に
よ
る
類
型
の
も
の
と
在
地
勢
力
に
よ
る
類
型
の
も
の
に
大
別
し
て
い

る
。
一
見
同
じ
よ
う
に
見
え
る
土
葬
集
団
墓
は
さ
ら
に
小
類
型
化
さ
れ
、
異
な
る
複

数

の

背
景
を
持
っ
た
都
市
集
住
民
が
造
営
主
体
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
提
示
し
て
い

る
。⑤

墳
墓
様
式
の
変
容

　
宮

ノ
本
遺
跡
例
で
さ
ら
に
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
変
容
の
様
相
を
細
か
く
見
て
み

た
い
。
宮
ノ
本
一
〇
、
一
〇
ー
二
次
で
は
奈
良
末
、
平
安
初
期
頃
の
火
葬
墓
が
一
基

づ
つ
発
見
さ
れ
、
一
〇
次
で
大
宰
府
W
期
（
九
世
紀
中
頃
～
後
半
頃
）
の
土
葬
墓
（
釘

の
存
在
か
ら
木
棺
墓
か
）
が
発
見
さ
れ
た
。
［
山
村
ほ
か
二
〇
〇
四
］
火
葬
墓
に
つ
い
て

は
こ
の
一
〇
次
と
一
〇
ー
二
次
で
は
同
一
斜
面
内
の
五
〇
m
ほ
ど
の
間
隔
で
形
成
さ

れ
て

い

る
。
両
者
と
も
土
器
の
特
徴
か
ら
大
宰
府
W
期
（
九
世
紀
前
半
～
中
頃
）
頃

の

所
産
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
日
焼
遺
跡
や
殿
城
戸
遺
跡
な
ど
宮
ノ
本

丘

陵
の
外
縁
部
や
川
の
対
岸
の
丘
陵
裾
な
ど
に
墓
域
が
拡
大
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
宮
ノ
本
に
お
け
る
火
葬
墓
の
展
開
に
つ
い
て
は
狭
川
三
九
九
〇
］
の
所
見
で
は
、

「群
集
す
る
も
の
は
一
例
も
な
く
、
二
基
一
対
と
み
ら
れ
る
宮
ノ
本
七
、
八
号
墓
に
し

て

も
か
な
り
小
規
模
な
範
囲
の
造
成
で
あ
り
…
、
位
置
的
に
近
接
す
る
同
時
期

の

墳
墓

と
し
て
宮
ノ
本
四
号
墓
と
同
七
、
八
号
墓
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
者
は
同
一
の

遺
跡
名
を
冠
し
て
は
い
る
も
の
の
、
大
き
な
丘
陵
の
中
央
部
と
西
端
部
に
あ
た
り
そ

の
距
離

は
お
お
よ
そ
三
〇
〇
m
の
間
隔
が
あ
る
。
こ
の
遺
跡
内
に
は
他
に
一
〇
号
墓

と
し
た
火
葬
墓
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
仮
に
こ
れ
を
含
め
て
捉
え
て
も
三

者
の
距
離
は
各
々
一
〇
〇
m
内
外
を
測
り
、
各
墳
墓
の
単
独
性
を
強
調
で
き
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
」
「
こ
の
時
期
の
墳
墓
に
お
け
る
墓
域
の
想
定
で
は
水
野
正
好
が
太
安

萬
呂
墓
に
お
い
て
試
み
て
お
り
参
考
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
宮
ノ

本
遺
跡
の
範
囲
内
に
少
な
く
と
も
三
つ
の
墓
域
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で

き
る
。
」
「
こ
の
点
は
次
の
H
B
期
（
八
世
紀
中
頃
～
後
半
）
に
み
ら
れ
る
宮
ノ
本
一

号
墓
が
、
買
地
券
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
宮
ノ
本
一
～
三
号
墓
に
先
行
し
て
同
四
号
墓
と
い
う
先
住
者
の
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
お
り
、
四
号
墓
は
明
ら
か
に
二
号
墓
と
重
複
関
係
に
あ
る
が
、
四
号
墓
が
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先
述
の

と
お
り
広
域
の
墓
域
を
確
保
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
先
住
者
に
対
し

て

買
地
券
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
所
見
は
八
世
紀

の
火
葬
墓
立
地
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
、
九
世
紀
に
は
造
墓
主
体
者
が
増
え
る
せ
い

か
、
一
つ
の
墳
墓
が
占
有
す
る
空
間
が
狭
く
な
っ
た
り
、
従
来
の
墓
域
を
越
え
た
位

置

に
造
営
さ
れ
る
様
相
が
指
摘
さ
れ
る
。
八
世
紀
の
造
墓
活
動
は
須
恵
器
窯
の
操
業

に
よ
っ
て
空
間
利
用
が
な
さ
れ
て
い
た
丘
陵
に
一
定
の
間
隔
を
も
っ
て
墓
域
が
設
定

さ
れ
る
。
二
次
と
七
次
に
二
基
併
葬
さ
れ
た
も
の
を
特
例
と
し
て
、
他
は
基
本
的
に

一
基
が

広
い
丘
陵
斜
面
な
い
し
頂
部
を
占
有
し
て
い
る
。
九
世
紀
初
頭
以
降
に
遅
れ

て

造
営
さ
れ
る
も
の
は
八
世
紀
の
占
有
エ
リ
ア
を
犯
さ
ず
、
占
有
面
積
を
狭
め
た
り

新
規

に
丘
陵
の
外
側
に
そ
の
場
を
求
め
て
い
る
。
唯
一
、
重
複
し
て
い
る
宮
ノ
本
次

で
は

後
出
の
墓
に
売
地
券
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
大
宰
府
W
期
以
降
に
は
土
葬
墓
が

出
現
し
、
宮
ノ
本
七
次
、
前
田
六
次
、
日
焼
五
次
、
条
坊
九
九
次
、
君
畑
、
剣
塚
、

桶
田
山
、
国
分
妙
見
遺
跡
な
ど
、
大
宰
府
の
平
野
を
取
り
囲
む
丘
陵
の
高
位
か
ら
平

地

に
至
る
間
に
家
族
墓
的
な
群
集
し
た
土
葬
墳
墓
が
形
成
さ
れ
一
〇
世
紀
ま
で
続
い

て

い

る
。
宮
ノ
本
］
○
次
で
は
火
葬
墓
と
土
葬
墓
が
連
続
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
火
葬
墓
と
群
集
す
る
土
葬
墓
が
同
一
空
間
で
検
出
さ
れ
た
例
は
な
く
、
個

人

的
葬
送
と
集
団
的
葬
送
の
間
に
は
時
間
や
意
味
に
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。　

注

目
す
べ
き
点
と
し
て
は
火
葬
か
ら
土
葬
、
個
人
埋
葬
か
ら
集
団
埋
葬
と
い
っ
た

九
世
紀

中
頃
を
前
後
す
る
時
期
の
葬
送
儀
礼
の
変
化
に
伴
っ
て
、
既
存
の
宮
ノ
本
遺

跡
な
ど
で
は
遺
構
形
成
が
過
密
化
す
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
条
坊
九
九
次
、
君
畑
、

剣
塚
、
桶
田
山
遺
跡
な
ど
新
規
に
立
地
す
る
墳
墓
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

こ
の
間
に
埋
葬
主
体
者
の
新
規
参
入
や
変
更
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
先
の
中
島

の
指
摘

を
借
り
れ
ば
こ
れ
ら
の
主
体
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
る
背
景
を
持
っ
た
新
興

の
都
市
民
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
し
う
る
。

⑥
周
辺
優
位
集
落
の
潜
在
化

　

こ
の
よ
う
に
大
宰
府
に
お
け
る
奈
良
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
官
衙
・
集
住
空

間
・
墳
墓
の
変
容
を
概
観
す
る
と
、
い
ず
れ
も
八
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
の

隆
盛
期
、
九
世
紀
中
葉
を
前
後
す
る
時
期
の
変
容
期
を
見
る
結
果
と
な
っ
た
。
集
落

お
よ
び
集
住
空
間
に
つ
い
て
は
八
世
紀
の
空
間
構
成
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
八
世
紀
か

ら
す
れ
ば
豪
壮
な
建
物
な
ど
を
伴
わ
ず
潜
在
化
し
た
観
が
あ
る
遺
構
構
成
に
変
化
す

る
。
ま
た
、
墳
墓
は
個
人
的
優
位
性
を
示
す
も
の
か
ら
集
団
的
占
拠
に
移
行
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
質
的
な
変
化
が
読
み
取
れ
る
。

　
大
宰
府
条
坊
外
の
遺
跡
動
態
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
。
筑
前
国

の

集
落
調
査
の
事
例
で
あ
る
が
、
八
世
紀
の
段
階
で
大
型
掘
立
柱
建
物
を
持
ち
多
量

の
遺
物
を
廃
棄
す
る
優
位
集
落
の
う
ち
、
福
岡
市
南
区
の
柏
原
M
遺
跡
［
山
崎
一
九
八

八
］
や
筑
前
町
（
旧
夜
須
町
）
松
崎
遺
跡
［
石
井
一
九
九
六
］
で
は
八
世
紀
か
ら
九
世

紀
の
時
間
経
過
の
中
で
、
優
位
集
落
を
特
徴
付
け
た
大
型
遺
構
が
九
世
紀
に
至
っ
て

潜
在
化
す
る
様
相
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
八
世
紀
に
お
い
て
は
石
帯
、
墨
書
土
器
、

木
簡
な
ど
を
有
し
、
大
型
掘
立
柱
建
物
を
中
心
に
複
数
の
中
・
小
型
掘
立
柱
建
物
、

土
坑
の

他
、
斜
面
や
大
溝
な
ど
居
住
空
間
縁
辺
に
多
量
の
遺
物
を
廃
棄
す
る
空
間
か

ら
構
成
さ
れ
る
遺
跡
で
、
柏
原
M
遺
跡
で
は
「
郷
長
」
銘
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て

お
り
社
会
地
位
と
し
て
位
置
付
け
が
明
確
な
集
落
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
九
世
紀
に
至

る
と
遺
構
の
占
地
は
八
世
紀
と
同
様
で
あ
る
が
大
型
掘
立
柱
建
物
を
欠
い
た
中
・
小

型
掘
立
柱
建
物
と
小
規
模
な
土
坑
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
も
の
に
変
化
す
る
。
し
か
し
、

消
費
さ
れ
た
遺
物
に
は
越
州
窯
青
磁
や
唐
三
彩
、
緑
粕
陶
器
な
ど
を
含
み
、
周
辺
集

落
に
対
し
て
優
位
品
を
一
定
量
消
費
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
例
の
存
在
か
ら
、
遺
構
占
地
の
点
で
八
世
紀
か
ら
の
継
続
性
が
認

め
ら
れ
な
が
ら
九
世
紀
に
至
っ
て
構
築
さ
れ
る
遺
構
の
優
位
性
が
潜
在
化
す
る
現
象

は
、
独
り
都
市
大
宰
府
の
規
範
内
で
見
る
の
で
は
な
く
巨
視
的
な
視
点
で
捉
え
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

⑦
軍
事
か
ら
宗
教
へ

　
大
宰
府
の
官
衙
と
し
て
の
要
素
の
ひ
と
つ
に
軍
事
中
枢
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大

宰
府
は
様
式
的
な
官
衙
と
し
て
政
庁
が
成
立
す
る
前
の
段
階
で
水
城
・
大
野
城
・
基

捧
城
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
よ
り
確
実
に
八
世
紀
段
階
に
お

い
て

遺
跡
の
持
つ
本
質
的
な
機
能
に
か
か
わ
る
施
設
に
つ
い
て
改
変
・
増
設
・
新
規

構
築
な
ど
の
造
作
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
大
野
城
に
お
い
て

は
大
宰
府
口
の
城
門
が
八
世
紀
中
に
礎
石
建
物
に
変
更
さ
れ
、
山
中
の
倉
庫
群
の
中

に
は
基
難
城
と
同
様
に
奈
良
時
代
様
式
の
瓦
を
所
用
す
る
も
の
が
複
数
確
認
さ
れ
て

い

る
［
石
松
一
九
九
二
］
。
水
城
に
つ
い
て
は
西
門
に
お
け
る
調
査
で
八
世
紀
初
頭
以

降
に
門
構
造
が
掘
立
柱
列
か
ら
礎
石
建
物
に
変
更
さ
れ
、
そ
れ
に
合
せ
て
土
塁
本
体

も
前
面
が
増
設
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
東
門
西
側
の
堤
法
面
を
利
用
し
て
八
世
紀
中

葉
に
瓦
窯
が
二
基
構
築
さ
れ
て
お
り
［
中
島
二
〇
〇
三
］
、
そ
の
上
面
に
瓦
工
房
と
思

し
き
掘
立
柱
建
物
が
存
在
し
た
［
小
田
二
〇
Ω
三
。
こ
の
こ
と
は
政
庁
第
n
期
の
造

作
に

伴
う
改
変
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
条
の
采
女
朝
臣
浄
庭
の

「修
理
水
城
専
知
官
」
の
選
任
記
事
に
合
致
す
る
現
象
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
軍
事
に

係

る
造
作
が
八
世
紀
に
お
い
て
も
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
八
世

紀

中
葉
の
現
象
は
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
よ
り
興
っ
た
征
新
羅
の
機
運
に
連
動

し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
恰
土
城
築
城
と
併
せ
て
広
義
の
大
宰
府
の
再
武
装

化

と
い
え
る
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
機
運
は
新
羅
国
内
の
政
情
不
安
と
と
も
に
急
速

に
萎
え
、
宝
亀
二
年
（
七
八
〇
）
の
大
宰
府
管
内
の
兵
員
の
削
減
、
延
暦
一
四
年

（七
九

五
）
の
東
国
防
人
の
停
止
と
つ
づ
く
軍
縮
路
線
を
辿
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ

う
な
推
移
の
中
、
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
新
羅
か
ら
の
災
い
を
防
ぐ
目
的
を
持
つ

て

大
野
城

山
中
に
四
天
王
寺
が
起
こ
さ
れ
丈
六
の
四
天
王
像
が
配
置
さ
れ
た
（
『
類

聚
三

代
格
』
巻
第
二
）
。
そ
れ
ま
で
全
く
遺
物
の
散
布
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
山
頂
近
く

の
毘
沙
門
（
通
称
、
鼓
峰
）
の
頂
部
周
辺
で
は
八
世
紀
後
半
頃
の
遺
物
が
採
取
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
時
期
に
遺
構
の
形
成
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
［
山
村
一
九
九

八
］
。
こ
の
後
、
平
安
後
期
に
至
る
ま
で
こ
の
寺
院
に
お
い
て
四
天
王
法
や
祈
祷
、
大

般
若
経
の
転
読
な
ど
鎮
護
国
家
の
修
法
が
催
行
さ
れ
、
八
世
紀
後
半
に
大
宰
府
に
お

い
て

は
古
代
山
城
か
ら
寺
院
へ
、
軍
事
か
ら
宗
教
へ
こ
と
が
移
さ
れ
た
様
相
が
指
摘

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
政
庁
周
辺
官
衙
群
の
変
遷
に
も
影
響
が
及
ん
だ
も

の

と
考
え
ら
れ
、
大
宰
府
の
都
市
変
容
の
解
釈
に
対
し
一
つ
の
要
素
を
与
え
て
い
る
。

③
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
大
宰
府

　

こ
れ
ら
の
現
象
の
ほ
か
、
古
代
墳
墓
域
と
重
複
す
る
地
域
で
展
開
し
た
須
恵
器
窯

の
九
世
紀
初
頭
段
階
で
の
終
焉
、
九
世
紀
中
頃
以
降
の
剣
塚
瓦
窯
な
ど
に
見
ら
れ
る

造
瓦
の
奈
良
様
式
か
ら
の
変
化
、
離
脱
、
瓦
窯
の
窯
場
の
拡
散
な
ど
［
山
村
二
〇
〇
五
］
、

都
市
へ
の
工
業
製
品
の
供
給
体
制
の
変
化
な
ど
が
こ
の
時
期
の
大
宰
府
の
変
容
に
影

響
し
た
と
思
わ
れ
る
事
柄
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が

あ
る
。
遺
物
論
に
つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
要
素
は
多
々
あ
る
。
八
世
紀
中
頃
ま
で
の

須
恵
器
を
基
調
と
す
る
食
器
組
成
が
、
大
宰
府
土
器
編
年
W
期
（
八
世
紀
中
葉
か
ら

後
半
）
以
降
に
出
現
し
た
金
属
器
模
倣
の
赤
色
土
師
器
の
量
の
増
加
に
伴
う
組
成
に

変
容
す
る
。
そ
し
て
九
世
紀
に
は
W
期
（
九
世
紀
初
頭
）
以
降
の
在
地
牛
頸
須
恵
器

窯
の
終
息
と
食
器
組
成
か
ら
の
須
恵
器
の
減
退
、
W
期
（
九
世
紀
中
頃
）
以
降
に
平

安
前
期
的
な
土
師
器
の
椀
皿
、
杯
お
よ
び
初
期
輸
入
陶
磁
器
、
そ
の
模
倣
国
産
陶
器

か

ら
な
る
食
器
組
成
が
完
成
す
る
。
最
も
器
種
構
成
が
豊
富
な
段
階
は
八
世
紀
後
半

段
階
で
の
回
転
台
技
法
に
よ
る
土
師
器
製
作
技
法
が
採
用
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
同

手
法
は
長
岡
京
期
の
土
器
と
の
強
い
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
［
中
島
一
九
九
二
］
、

京
師
で
の
モ
ー
ド
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
条
坊
域
・
官
衙
域
に
お
け
る
八
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
遺
構
形
成
の
活

発
化
、
都
市
的
景
観
の
顕
在
化
、
そ
の
対
称
と
し
て
の
九
世
紀
前
半
の
場
の
継
承
と
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優
位
遺
構
形
成
の
潜
在
化
、
そ
の
変
換
期
に
お
け
る
葬
送
技
法
の
変
更
と
拡
散
化
、

古
代
山
城
の
軍
事
か
ら
宗
教
へ
の
施
設
主
体
の
変
更
等
々
、
遺
跡
変
遷
を
概
観
し
た

結

果
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
大
宰
府
の
都
市
史
上
最
も
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
展

開
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
看
取
さ
れ
た
。
今
後
は
条
坊
外
の
周
辺
集
落
相
や

西

海
道
諸
国
官
衙
や
集
落
遺
跡
と
の
比
較
、
京
師
と
の
比
較
な
ど
を
お
こ
な
い
、
大

宰
府
の
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
起
き
た
こ
れ
ら
の
現
象
に
つ
い
て
微
視
的
・

巨
視
的
な
観
点
か
ら
再
考
し
て
み
た
い
。
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大宰府条坊跡調査別遺構変遷表

条坊井L案位置 遺構内容 711f紀 R世紀 9世紀 101吐紀 H世紀 12田二紀 13世紀 141ひ紀 15廿ヒ紀 16世紀 川典　　　　特殊遣物

調査次数
前 中 後 前 中 後 前 中 後 前 中 後 前 111 後 前 中 後 前 中 後 前 ‘1」 後 前 Il↓ 後 前 中 後

2 右郭8条9坊 8c東西溝 ○ ○
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育委貝会
東西溝

5 右郭］2条7坊 8c．士：坑、包含層、9dt戸、11c井
戊1

十　　　十 ．o ○ 十 十 十
f人宰府条坊跡」1982太宰府市教

育委員会
墨i桐：器包含層 1．坑 溝 的F

8 右郭10条6坊 1］、ユ2c｝：坑、溝 十 （） 十 十
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教育委貝会
溝・士：坑
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教育委員会

ヒ坑 溝・ビツ ト

28 左郭6条4坊 ピット 十 十 十
「人宰府条坊跡皿j1984太宰イ子市

教育委目会
ピ．’ト

138 左郭8条12坊 ヒ坑、大溝、井戸
○． ○ ○ f大宰府条坊跡剛1994太宰府市

教育委員会
1：坑大溝 巾1

44 右郭14条2坊 L坑，溝、溜まり状，坊路側溝？ ○ ○ ⊂） 「大宰府条坊跡剛1995太宰府‘1∫
教育委貝会

1：坑講溜まト戊坊路柳ガ

65 右郭13条2坊 掘、τ柱建物、井戸、1：坑、溝 十 十 ○ ○ 十 十 ○　○
「大宰ηf条坊跡W」　　L995太宰序「Il∫

教育委員会
掘立 整地 埋皇 井戸は坑

81 右郭］3条2坊 ⊥坑、溝、溜まり状 ○ ○ ○ ○ o　O
「大宰府条坊跡剛1995太宰府市

教育委員会
墨書1：器、イスラムト器井戸 ・ヒ坑 川・戸・溝 井戸・満

89 右郭13条3坊 ｝：坑、溝、井戸、坊路 ○ ⊂） ○ ○ o ○ ○

ヒ坑 1：坑 井戸・ヒ坑 ぴ吐坑・溝防路購含勘

133 石郭］5条1坊 井戸、溝、溜まり状、中央大路側溝 ○ 十 ○ 十 o　O
「大宰府条坊跡遁』1995太宰府市

教育委’は
大路側溝 井バ 胸i・i儒［人路購含u

87 右郭10条7坊 井戸、　溜まり1犬、　東西路、　南」ヒ路 ○ 十 十 ○ ○ ○
「人宰府条坊跡ぱj　　I996太宰η手11∫

教育委貝会
掘立 整地 1｝戸 沮路

98 右郭12条7坊 井戸，溜まり状 ○ ○ ○ ○ ○ 「大宰府条坊跡α」1996太宰府市
教育委員会
郁城系1：器溜まII 井戸 井戸 井戸 ’1戸

106 右郭10条7坊 井戸、　溝、　溜まり」大、　南北路

9c前埋没南北路は11c見えず
○ ○ ○ ○ o ○ ○ 「大宰府条坊跡K」1996太宰府市

教育委員会
士坑 十坑 ル戸 南北路・L坑 1：坑 銅1・｝坑

141 右郭10条8坊 掘、z柱建物、坊路、井戸、溝 十 ○ 十 ○ ○ 十 十 十 ○
「大宰府．条坊跡α」1996太宰府rl∫

教育委員会
掘・叱・溝 井戸 坊路・銅1・肋↓ 杜t

43 右郭11条1坊 掘立柱建物，戊｝・戸、ヒ坑 ○ ○　＋ ○ ○ 十
「人宰府条坊跡X」1998太宰府1｛∫

教育委貝会
掘11 掘（ら・井F．「 戊r戸 掲1・丸i・ヒ坑

64 左郭13条1坊 掘Lz柱題物、井戸、溝，幕、トII央

大路側溝

十 O　o 十 o ○　○ ○
「大宰府条坊跡Xj　1998太宰府，｝i

教育委員会
肺1・）1・戸・＋坑 溝 井戸大型掘1置 暮

68 左郭9条1坊 井戸・L坑 ○ ○ ○ 「大宰府条坊跡xj　l998太宰府lli
教育委員会

井戸 井∫∫ 坤戸

73 左郭9条1坊 戊卜戸・溜まり状 ○ 「大宰府条坊跡xjl998太宰府11∫
教育委貝会

井1「

91 左郭13条1坊 L坑、中央大路側溝 ○ 「人宰府条坊跡X」1998太宰府巾
教育委員会

道路圓溝・L坑

93 左郭9条1坊 掘揖腱物、東西路，IUi、溝、
［：坑、墓

十 ○ 十 ○ ○ 十 ○ ○ ○ ○

溜…．‘a 掘立 溝 戊tμ 溜まり状 井戸 井戸 ｝坑 墓

94 左郭8条2坊 L坑 ○ ○ o 「大宰府条坊跡x」1998太宰府‘1∫

教育委貝会
1：坑 ｝：坑 1：坑

ll7 ノ1郭16条1坊 ｜：坑、溝〔東西路側溝川 ○ 「大宰府条坊跡X」1998太宰府市
教育委員会

142 左郭12条］坊 ｜：坑、溝〔lll央メ（路側溝？） 十 ○ 「大宰府条坊跡xjl998太宰府市
教育委員会

1：坑

50 左郭5条5坊 掘・蹴建物，井戸、清、ヒ坑，ぱ 十 十 o ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ r人宰府条坊跡XUl999太宰府11i
教育委員会
恩村陶磁器・ルツボ整地 掘《川．坑 井戸・t二坑 築・ 1・11・｛L坑 掘・川r戸

149 左郭6条6坊 rW」ヒ路、月ソ「、｜黄、　ヒみt、溜ま　り司犬 十 ○　（⊃ 十 ○ o ○　○ 十 「大宰府条坊跡皿11999太宰府巾
教育委貝会
墨ll汁器・Illl自i硯・風’r：硯・文様専溝．龍‘ぷ ‘似ヒ路》 満 1．坑 溝・ヒ坑

56 右郭18条2坊 掘立柱建物、溝，IL坑 十 ○ o ○
扶宰府条坊跡X咀1999太宰府巾

教育委貝会
製塩L器ヒ坑 閲《’： 溝
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ll1 左郭郭外 掘、》：柱建物，井戸，溝、ヒ坑 o o　O　＋ 十

」：坑・溝 掘い・ヰμ・士：坑 礎石建物・整地

r大宰府条坊跡姐」2001太宰府市
教育委員会
炉

197 左郭郭外 礎石建物、　ヒ坑、溜まり状、整地 十 十 ○　○　＋

卜坑・溜まり状

「大宰府条坊跡WJ　2001太宰府市
教育委員会
鋳型

204 左郭郭外 溝、士坑、鋳造f：坑 ○

鋳造ヒ坑

「大宰府条坊跡皿1」2001太宰府市
教育委員会
鋳型

208 左郭郭外 掘、がt建物、溝、ヒ坑 十 ○ 「大宰府条坊跡UU　2001太宰府市
教育委員会

47 左郭郭外 掘立柱建物、井戸、溝、｝二坑、炉，

鋳造上坑
十 ○ ○ 十 十 「人宰府条坊跡珊」2001太宰府市

教育委員会
鋳型

212 右郭13条1坊 掘立柱建物、井戸、溝、上坑、条路 十 十 ○ ○ 十 ○ ○ o 「大宰府条坊跡珊j2001太宰府市
教育委員会

井戸・L坑 斤戸 条路・井μ・溝・ 十坑

51 左郭4条10坊 掘立・礎石柱建物、：ヒ坑、整地 十 十 ○ ○ ○ 十 十

刷・礎相腱物止坑 整地

55 左郭3条9坊 井戸、溝、十坑 十 ○ 十 o ○ ○ ○ 十 ○ ○ 十 十 十

井戸・溝 h坑 井戸 榊i 溝 井戸 荊i

「大宰府条坊跡皿」2002太宰府市
教育委員会
製塩上器

199 左郭ll条1坊 掘・γ柱建物、井戸、溝、］：坑、条路 十 ○ ○ ○ ○ 十 ○ ○ ○ o
立．R［ 井戸・溝・怖 十；坑 条路・井’ 溝・十坑 溝 井μ ．土1坑

墨書十器・Fj面硯・巡方
156 左郭7条12坊 井”、溝、†：坑 ○ ○ ○ 「大宰府条坊跡21」2002太宰府市

教育委員会
溝 井戸・溝・．ヒ坑

157 左郭8条11坊 掘・叱柱建物，荊．「、溝、i二坑、条

坊交差点
○ ○ ○ ○ ○　○

条坊交差点 整地 井戸・土坑 掘、γ・柵

158 左郭ア条12坊 掘立柱建物、柵、井戸、溝、L坑 十 ○ ○　○

掘立・井戸 魁柱建物、楳1ト戸、溝，蹴

r人宰府条坊跡21」2002太宰府市
教育委員会
．L器大量投棄溝

168 左郭14条1、2坊 掘、ア柱建物，井r㌔溝、．．L坑、坊路 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ o ○ ○

整地 掘立 坊路・坊間路 井戸 整地・ト坑 翻主航．ヰ戸．溝 坊路・井戸・溝・ ］二坑 溝

「大宰府条坊跡22」2004太宰府市教育委員会

墨書十器・円面硯・巡方・製塩止器・占

越磁》・新羅十器・将棋木簡
70 右郭10条5，6坊 氾濫原 十 十 十 「人宰府条坊跡23」2005太宰府市

教育委員会
氾濫原埋没

187 右郭10条6、7坊 井戸、溝、ヒ坑、坊路 ○ ○

井戸 坊路ヒ坑

「大宰府条坊跡23】2005太宰府市
教育委員会
巡方

188 右郭1］条6坊 大溝 十 「大宰府条坊跡23」2005太宰府市
教育委員会

大溝埋没

124 左郭9、10条5坊 溝、七坑 ○ ○ 十 「大宰府条坊跡24」20D5太宰府市
教育委員会

ト坑 f：坑講

135 左郭9，10条2坊 」ト戸，溝、ヒ坑、条路 o ○ ○ ○ 十 十 「人宰府条坊跡24」2005太宰府市
教育委員会

井戸 条路 溝

146 左郭9、10条2坊 溝（条路）
十 十 十 「大宰府条坊跡Z4j　2005太宰府市

教育委員会
畿内系瓦器椀

148 左郭9条4坊 掘紡主建物、溝、十坑 ○

上坑、溝㌧掘 、P

「人宰府条坊跡24」2005太宰府市
教育委員会
製塩L器

171 左郭9条4、5坊 井戸、溝、卜坑、落ち o ○ 十 十 十 「大宰府条坊跡24j　2005太宰府市
教育委員会

）「戸 井戸・落ち？ 水田

191 左郭9条2坊 溝（条路） ○ ○ ○ 「人宰府条坊跡24」2005太宰府市
教育委員会

溝 溝 溝

202 左郭8、9条4坊 井戸、溝（条路｝、1二坑 ○ ○ 「大宰府条坊跡24」2005太宰府市
教育委員会

溝1条蜘 ）｝戸

205 左郭9条4坊 ．ヒ坑、pit ○ ○

十坑

「大宰府条坊跡24」2005太宰府「｝∫

教育委員会
郁城系ヒ器

230 右郭12条7坊 掘立柱建物、柵，井戸、溝、士二
坑、溜まり状

o ○ ○ ○ 「大宰府条坊跡25」2005太宰府市
教育委員会

十坑 掘必上坑 掘立・溝 溝傑間1メ：剛、井戸，ヒ坑

225 左郭8、9条8坊 掘L叱柱建物、柵、井戸、溝、卜坑 十 十　　　十 ○ ○　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

十坑 旧河川 井戸・整地 掘立・井戸・溝 井戸 井戸・上坑 井）」 井戸・ヒ坑

「大宰府条坊跡26」2005太宰府市教育委員会イスラム陶器・墨書陶磁器

222 右郭12，13条10坊 東西路、坊路、掘立柱建物，柵、

井戸，溝、上坑、溜まり状
○ o ○ r大宰府条坊跡27」2005太宰府市

教育委員会
竪穴倖居構 道路・抽］二・井戸情

239 左郭ll条6坊 ○ 「大宰府条坊跡28」2〔〔5太宰府市

教育委員会
溝

240 左郭12条4坊 ○？ 「大宰府条坊跡28」2005太宰府市
教育委員会

｝：坑

241 左郭12条5坊 ○

溝・ヒ坑

「大宰府条坊跡28」2005太宰府市
教育委員会
製塩．ヒ器・取塙・羽1い模造鏡

82 郭外〔鏡山右郭22
条8坊）

ア末8c初ピット 十 十 「人宰府条坊跡」1990筑紫野市教
育委員会

ピ．」．ト

86 右郭21条6坊 8～9c初掘立柱建物・上坑・井
戸

十 ○ ○

掘立， ま二坑 井戸

「大宰府条坊跡］1991筑紫野市教
育委員会
地鎮、神功開盲

85 郭外（鏡山左郭22
条1坊）

9c？掘立柱建物 十 「大宰府条坊跡」1991筑紫野市教
育委貝会

ピット・掘立？

ll3 郭外〔鏡山右郭22
条4坊）

12c．上坑
○ r大宰府条坊跡」1992筑紫野市教

育委員会
『坑

136 郭外（鏡山案も
外｝

7c掘・z柱建物・柵 ○

掘Lア・柵

『大宰府条坊跡」1994筑紫野市教
育委員会
塔ノ原型単弁軒丸瓦

200 右郭20条1坊 8c朱雀大路側溝・掘立・井戸・
土坑

○ ○ ○ 十 ○ 十 ○

竪穴住居．t坑 土坑・竪穴遺構．溝 掘、叱・井戸 牛戸

「大宰府条坊跡」2003筑紫野市教
育委員会
墨書・硯・製塩］二器
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大宰府条坊跡検出遺構変遷図（桝目は条坊グリッドで記号は遺構の概念的多寡を示す＋＜○〈◎）
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［大宰府における八・九世紀の変容］……山村信榮
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古代墳墓の形成状況（篠は篠振、日は日焼、長は長浦、前は前田、宮は宮ノ本遺跡を示す）
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Changes　at　Dazaifu　in　the　8th　and　9th　Centuries

YAMAMuRA　Nobuhide

　　　Dazaifu　is　located　on　a　trough4ike　isthmus　in　northern　Kyushu　that　links　the　Fukuoka　plain　and　the　Tsukushi　plain．

The　existence　of　roads　constructed　in　a　planned　grid　pattem　suggests　the　existence　of　a　grid　plan．　Documents　describe

a“left　block’and“right　block，”and　it　is　believed　that　it　fOllowed　the　style　of　a　walled　capital　city．　The　Dazaifu　of　the　8th

century　is　described　as‘‘one　of　the　cities　of　the　land”in　the　Man’ yoshu　and　other　written　sources　even　though　f6r　of6cials

丘om　the　central　govemment　it　was“ provincial　and　far　from　the　capital”．　The　discovery　of　a　sizeable　resident　population

and　tombs　similar　to　those　in　the　capital　from　excavated　remains　suggests　that　it　was　a　space　with　urban　characteristics．

　　　When　reviewing　simultaneously　the　remains　of　government　of丘ces，　residential　districts，　hillside　fbrtifications　and

temples　uncovered　by　surveys　undertaken　at　Dazaifu　to　identify　changes　that　occurred　from　the　8th　century　through

the　9th　century，　in　each　category　we　find　similar　evidence　of　prosperity　near　the　second　half　of　the　8th　century　and　la－

tency　and　transfOrmation　in　the　early　9th　century．　In　the　gth　century，　the　provincial　of丘ces　of　the　provinces　in　Saikaido

（present－day　Kyushu）were　grand　buildings　with　f皿ndation　stones　and　tiles．　From　the　structure　of　industrial　produc－

tion　which　was　divided　among　the　regions　and　movement　between　the　provinces　it　is　evident　that　a　considerable　tide

of　change　was　taking　place．　In　this　sense，　it　is　possible　to　place　the　dynamic　relics　extracted　from　Dazaifu　within　the　pe－

riod　of　transfbmlation　of　the　regional　dynamism　of　ancient　Saikaido．　It　is　assumed　that　the　Daza血government　situated

at　its　present　location　was　abolished　in　the　middle　of　the　llth　century　and　that　the　demise　of　the　distinctive　grid　pattem

took　place　around　the五rs亡half　of　the　12th　century．
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